
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

お祭りでんでん館（八代市民俗伝統芸能伝承館） 〒866-0863熊本県八代市西松江城町１番４７号 

TEL0965-37-8737  FAX0965-37-8738  MAIL bunka@city.yatsushiro.lg.jp 

R4. ９月号 No.９ 

お祭りでんでん館の情報や 

八代の民俗芸能の情報発信！ 

塩屋町の笠鉾迦陵頻伽は、9基の笠鉾の中で唯一屋根が3層になっている笠鉾じゃよ。 

迦陵頻伽は、極楽
ご く ら く

浄
じょう

土
ど

に棲
す

むと言われる仏教の想像上の鳥で、上半身が人、下半身が鳥

で、美しい声で鳴くと言われておる。 

神社の祭りに出る笠鉾に仏さまの世界に住む迦陵頻伽の飾りがあるなんて変だと思う

じゃろうか？実は 150 年ほど前の江戸時代までは、神と仏は共に祀
ま つ

られておった（神仏
し ん ぶ つ

習合
しゅうごう

）んじゃよ。八代神社の横にある宮地小学校のグラウンドの所には、神宮寺
じ ん ぐ う じ

というお寺

があって、神社とセットになっておった。妙見の本当の姿は阿弥陀
あ み だ

如来
に ょ ら い

（極楽浄土の主）だ

という考え方もあったんじゃ。笠鉾のいちばん上の迦陵頻伽は、神仏習合の頃の名残とも

いえるんじゃよ。 

笠鉾 迦陵頻伽
かりょうびんが

 9/18（日）～10/29（土） 

今年の５月３１日からインスタグラムを始めました。展示に関するクイズや豆知識、当館

で開催するイベント情報、市内の民俗芸能の紹介など、盛りだくさんです。 

右のＱＲコードから読み取り、ぜひフォローお願いします♪ 

９月２３日（金・祝）は、入館料が無料です！当日は笠鉾

迦陵頻伽、木馬を展示しています。貴重な展示を無料で

見られるチャンスです！ 

ご家族、お友達をお誘いの上、ぜひご来館ください♪ 

笠鉾 迦陵頻伽 水引幕（9/13～10/16） 

「黒
くろ

天鵞絨
び ろ う ど

地
じ

岩竹
いわたけ

に双虎
そ う こ

模様
も よ う

繍
ぬい

水
みず

引幕
ひきまく

」 

の展示もあります。実際はもっと長くて迫力があるわ♡ 

～ お祭りでんでん館 インスタはじめました ～ 

 

拓本
た く ほ ん

とは、木や石、石碑などに紙をあて、墨
す み

を使って、そこ

に刻んである文字や模様
も よ う

をうつしとることです。 

今回は、江戸時代（約４００年前）に八代にあったお城“八代

城”に実際に使われていた本物の瓦を使います。築城４００

年の記念に、特別な拓本を取ってみませんか。 

と  き ：９月２４日（土） 

       ①９：30～10：30 ②11：00～12：00 

会  場 ：お祭りでんでん館 会議室 

定  員 ：市内小中学生 ①・②それぞれ１０人 

申  込 ：9月 1日（木）9時 受付開始 

お祭りでんでん館（TEL 0965-37-8737） 

拓本を取るイメージ 

今回は瓦の拓本を取るよ 

特別な拓本づくりにチャレンジ！ 

築城４００年記念 子ども体験講座 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 午後は、八代市内のお祭りで実際に使われている楽器を演奏でき

るイベントを開催しました。今回は、中島町獅子舞の太鼓と銅鑼（ど

ら）、久連子古代踊りの太鼓と鉦（かね）、箱石雨乞い踊りの大きな太

鼓を演奏することができました。貴重な体験ができるということも

あり、子どもたちを中心に、多くの参加者でにぎわいました。 

 

 体験が始まると、それぞれの楽器が伝承ルームに鳴り響き、一気にお祭りムードに！この

体験を機に、八代のお祭りに興味をもったり、お祭りを見に行きたいなと思ったりしていた

だけたらうれしいです。 

 一緒に盛り上がってくださった参加者のみなさん、そして楽器を持って来て教えてくださ

った保存会のみなさん、ありがとうございました。 

 

 
  

 展示棟では終日でんでんクイズラリーを開催しました。クイズラリーに参加していただいた方

には、ガラポン抽選会も行いました。展示は定期的に変わりますので、ぜひ、またお祭りでんで

ん館に遊びにきてください♪ 

 
 

 

 

 坂本八竜天文台の移動式プラネタリウムが、お祭りでんでん館にやってきました。当初、４

回の上映を予定していましたが、大変多くの方にお越しいただいたので、７回の上映に変

更！お祭りでんでん館での特別上映でしたので、当館の学芸員からも「星と妙見さん」をテ

ーマにお話ししました。昔、人々は北の空の動かない星“北極星”を妙見さんとして信仰して

いたのだそうです。妙見さんも星と関わりがあったのですね。 

 楽しいプラネタリウムを上映してくださった坂本八竜天文台さんの方にも、ぜひ行ってみ

てくださいね♪ 

８月７日（日）１日体験ＤＡＹを開催しました！ 

子ども体験講座 七夕綱の飾り作り 10：00～11：30 

 

お祭り楽器体験 14：00～15：30 

 

でんでんクイズラリー 9：00～17：00 

 

８月１１日（祝）プラネタリウムがやってきました！ 

 

８月２０日（土）光のオブジェを作ろう！の様子は、でんでん PRESS10月号にて！ 
１０月開催予定の 『お祭りでんでん館ナイトミュージアム』 についてのお知らせも♪ お楽しみに。 

 

午前中の体験講座では、小学１年生～６年生の子ども

たち１１名が、坂本町木々子地区の七夕綱の飾り作りを行

いました。ワラ飾りには亀やたこ、人形などさまざまな形

がありますが、今回は卵の形をした飾りを作りました。卵

の形の土台となるのは新聞紙。丸めた新聞紙をワラで包

み、ひもで結ぶ作業をくりかえすと、卵が連なった形の飾

りができあがります。子どもたちは見る見るうちに上達

して、とても上手に飾りを作ることができました。教えて

くださった坂本町木々子のみなさんからは、参加者へ亀 

 

のワラ飾りのプレゼントも！ 

みなさん、自分で作った卵の飾り 

ともらった亀の飾りをうれしそう 

にお持ち帰りされました。一生懸 

命作ったワラ飾りは、おうちに飾 

れば、きっとご利益があることで 

しょう・・・！参加していただいたみなさん、優しく、てい

ねいに教えてくださった坂本町木々子地区のみなさん、

ありがとうございました。 

 


